
    
 

東京国際空港（羽田空港）の新しい滑走路（Ｄ滑走路） 

サンドコンパクション工（海底の地盤改良工）の完了 
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１２月１３日（木）未明、Ｄ滑走路の埋立部護岸の基礎となる海底の地盤改良工

事サンドコンパクション（ＳＣＰ）工が完了しました。 

本年５月末から本格的にＳＣＰの工事を開始し、１２月までに計７１，７４７本

の砂杭を海底地盤中に打設しました。ＳＣＰは、打設した砂杭の抵抗で、上部に構

築する埋立部の外周部となる護岸構造を支えます。砂杭の径は直径２ｍ、長さは最

大約２７ｍで、約６２０万ｍ３の砂を使用しました。最盛期には１４隻ものＳＣＰ

船が稼働しました。 

今後は、埋立部の地盤改良工事として、サンドドレーン（ＳＤ）工、サンドマッ

ト工、ＣＤＭ工、盛り上がり土の撤去工が主体となります。 

なお、現在、２４時間３６５日の工事工程で進めており、年末年始に関しても

作業を実施予定です。実施予定の作業としては、サンドドレーン工、盛り上がり土

の撤去工、サンドマット工、ＣＤＭ工、ジャケット工場製作、工事区域の警戒と環

境モニタリング、作業船舶の安全を見守る航行安全センターの稼働、等です。 
 
※サンドコンパクション工：軟弱な地盤にケーシングパイプ用いて砂を圧入し、大径（直径２ｍ）の締め固められた砂杭を

打設し、軟弱地盤の改良を行う工法です。 



１．サンドコンパクション（ＳＣＰ）工 全工区打設完了

・ １２月１３日（木）未明に、埋立護岸の基礎となる海底の地盤改良工事としてのサンドコンパクション工が完了

・ 最盛期には１４隻稼働したＳＣＰ船も全て工事区域を出域

・ 本年５月末から本格的にＳＣＰの工事を開始し、１２月までに計７１，７４７本の砂杭を海底地盤中に打設

・ 砂杭の径は直径２ｍであり、長さは最大約２７ｍ、使用した砂のボリュームは約６２０万ｍ３

・ 砂杭を約５４万ｍ２に打設し、その砂杭の抵抗で、上部に構築する埋立部の外周部となる護岸構造を支える

・ 今後は、埋立部の地盤改良として、サンドドレーン（ＳＤ）、サンドマット工、ＣＤＭ工、盛り上がり土の撤去工が主体
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２．２４時間３６５日の工事工程

・ ２４時間３６５日の工事工程で進めており、年末年始に関しても以下の通り作業を実施予定

サンドドレーン工

砂の鉛直ドレーンと、盛土の載荷重によ
り、地盤の圧密沈下を促進させ地盤強度
を増加させる。

盛り上がり土撤去工

サンドマット工

ＣＤＭ工

ジャケット工場製作

工事区域の警戒と環境モニタリング

航行安全センター

海底地盤の浚渫を行う。

海底に厚さ約１．５ｍの砂を撒き出す。

軟弱土そのものを原位置で、セメントと
ともに攪拌混合・固化させて、海底地盤
の改良を行う。

桟橋部上部ジャケット製作を行う。

作業船舶、東京国際空港周辺海域の安全
な船舶航行を守る。

・航行船舶の安全と作業の円滑な遂行と
事故防止の為の警戒船の配置。

・施工中の環境保全のための環境モニタ
リング


